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曲率半径の測定
MeasurementofRadiusofCurvatureofOptiealSurfaceusingLaserBeamScanning
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はつぎのように決まる.

1. ま え が さ

球面レンズや反射鏡の曲率半径の測定は古くから多く

の方法が行われている.機械的spherometerl)(たとえば

Ascania式と呼ばれるもの)や顕微鏡とベンチ2･3)による

ものなどは広く用いられている.また曲率半径の大きい

場合にはナイフエッジを用いるFoucaultTest,4)オー

トコリメ-ション法5)および干渉法6)などが用いられ

る.

曲率半径の測定上の問題点は凹面の場合についても,

大別して開口数の小さな場合の回折の影響と開口数の大

きな場合の球面収差の影響の2つとなる.このほか凸面

の場合は反射による実像が生じないため多くの光学的測

定法が用いられない.

新しく回折の影響も球面収差の影響も受けない光学的

曲率半径測定法を提案しその測定結果と精度について述

べる.この方法は凸面にもそのまま適用できる.

2.原 理

この方法は測定される球面の各点における接平面の傾

斜角の変化によって反射光の方向が変化することを利用

する.各点の反射光の方向を測定すれば,その点におけ

る傾きがわかり,傾きの変化から表面の曲率半径が求ま

る.

測定は図 1に示すとおり,入射レーザービームに垂直

な面CEを観測面とし,被測定球面からの反射光が観測

面と交わる位置から反射角を求める.

被測定球面上の一点Aを基準点とし,このときの反射

光の位置をBとし,入射光と反射光のなす角をβOとす

る.被測定面をⅩ方向に移動させたのちの反射光の位置

をDとし,入射光となす角をβとする.反射光の位置の

移動量BD-Eは反射角の変化ACに対応する.BC,AC,

ABの長さをそれぞれa,b,Cとすると,AeとEの関係
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を得る.

一方接平面の傾角は反射角の変化』βの半分であるの
で
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ときる.(3)と(4)式から各点のdg/dxが決まる.
曲率半径の計算は二つの方法で行った.

(1) 曲線の二階微分から曲率半径Rを求める公式

R-一与(1+y,2)3′2 (5)U
を使う方法.y"はy'のデータを数値微分して求める.

(2)最小二乗法により測定値に最もよく合う球面を
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